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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

第２四半期連結
累計期間

第38期
第２四半期連結
累計期間

第37期
第２四半期連結
会計期間

第38期
第２四半期連結
会計期間

第37期

会計期間

自平成22年
１月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
１月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
１月１日
至平成22年
12月31日

売上高（千円） 11,784,12912,841,9736,905,6897,470,56132,840,167

経常利益（△は損失）（千円） △1,047,582317,166△122,434718,6654,650,445

四半期（当期）純利益(△は損失）

（千円）
△948,826△213,498△293,316296,1121,206,016

純資産額（千円） － － 10,563,75012,186,91112,691,761

総資産額（千円） － － 19,941,52220,259,07721,660,448

１株当たり純資産額（円） － － 601.79 690.84 725.55

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（△は損失)（円）
△55.23 △12.43 △17.07 17.24 70.20

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － － －     －

自己資本比率（％） － － 51.8 58.6 57.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△856,952△431,595 － － 5,812,928

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,674,620△1,421,382 － － △2,777,962

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,429,220190,939 － － △616,372

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円）
－ － 2,995,7794,974,8076,513,157

従業員数

（ほか、平均臨時雇用者数）

（人）

－ －
1,858

(1,673)

1,579

(1,951)

1,749

(2,319)

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式が存在しないため、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は記載しておりません。　

４．従業員数は就業人員であります。臨時雇用者数は、契約社員及び短期アルバイトの人数であり、１日８時間で

換算した平均人員を（ ）内に外数で記載しております。 
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

 

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

  

４【従業員の状況】

(１）連結会社の状況

 平成23年６月30日現在

従業員数（人） 1,579(1,951)

　   （注） 従業員数は、就業人員であります。臨時雇用者数は、契約社員及び短期アルバイトの人数であり、１日８時間で

換算した当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載しております。

 

(２）提出会社の状況

 平成23年６月30日現在

従業員数（人） 1,196(1,663)

　   （注） １．従業員数は、就業人員であります。臨時雇用者数は、契約社員及び短期アルバイトの人数であり、１日

　　　　　　　　８時間で換算した当第２四半期会計期間の平均人員を（　）内に外数で記載しております。

　     　　 ２．従業員数が当第２四半期会計期間において87名増加しましたのは、新店舗の出店等により新規　　　　　 　　採

用が増加したことによるものです。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(１）生産実績

　当社グループは売上高の97.1％がこども写真事業であり、スタジオ写真撮影という事業の特性から製品の在庫が

極めて少ないため、生産状況は販売状況に類似しております。

　

(２）受注状況

　衣装製造卸売事業で一部受注生産を行っておりますが、売上高のうち受注生産の占める割合が極めて僅少である

ため、受注状況は記載しておりません。

　

(３）販売実績

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
　　至　平成23年６月30日）

 売上高（千円） 前年同期比（％） 構成比（％）

　こども写真事業 7,256,797 113.0 97.1

　衣装製造卸売事業 213,763 44.0 2.9

合　計 7,470,561 108.2 100.0

 （注）１．当社グループのこども写真事業の売上高は、通常の営業の形態として、第４四半期の撮影機会（七五三等）が

多いため他の四半期連結会計期間における売上高に比べ、第４四半期連結会計期間の売上高が多くなると

いった季節的変動があります。

 ２．上記売上高金額には消費税等は含まれておりません。

３．セグメント間の取引については相殺消去しております。

　

(４）地域別売上高及び店舗数

　地域別の販売状況は次のとおりであります。

 地　域　別　
当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

  売上高（千円） 前年同期比（％） 店舗数（店）

 北海道 190,056 103.2 11

 東　北 347,999 100.2 23

 関　東 3,399,842 112.6 175

 中　部 931,133 120.5 56

 近　畿 1,147,828 115.2 66

 中　国 350,523 111.8 22

 四　国 137,740 112.2 7

 九　州 620,398 114.9 33

 その他 131,274 106.5 －

　こども写真事業　計　 7,256,797 113.0 393

　衣装製造卸売事業 213,763 44.0 －

合　　　計 7,470,561 108.2 393

 （注）１．上記売上高金額には消費税等は含まれておりません。

 　　　２．セグメント間の取引については相殺消去しております。

 　　　３．こども写真事業の「その他」はフランチャイジーからのロイヤリティー収入などであります。

 ４．上記店舗数は、当第２四半期連結会計期間末日の国内こども写真事業スタジオ直営店舗数を記載しておりま　

　　　　　す。

 ５．関東地域には、ペット写真スタジオ１店舗を含んでおります。　

　

２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

 

　

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

１．連結経営成績に関する定性的情報 

（１）経営成績の分析 

当第２四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、新興国への輸出の増加や政府の経済対策などを背景に、景

況感は緩やかに持ち直してきたものの、３月11日に発生した東日本大震災の影響による生産活動の低迷や、原子力

発電所事故による電力不足の長期化により、国内景気、個人消費とも、先行き不透明な状況で推移いたしました。

このような状況のもと、当社グループは、主力であるこども写真事業において、競合他社と明確な差別化を図り、

お客様に選んでいただけるお店になるための取り組みをおこなってまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は7,470百万円（前年同期比8.2%の増加）、営業利益は710百万

円（前年同四半期連結会計期間においては、85百万円の営業損失）、経常利益は718百万円（前年同四半期連結会計

期間においては、122百万円の経常損失）、四半期純利益は296百万円（前年同四半期連結会計期間においては、293

百万円の四半期純損失）となりました。

　

各セグメントの業績は、次のとおりであります。

（こども写真事業）

こども写真事業は、当社ブランドの核である「確かな品質」の向上を図るため、社内研修機関であるスタジオア

リス・アカデミーにおいて、選択プログラム制の新たな社内教育システムを開始いたしました。また、撮影用こども

衣装では、ベッキーデザインの「Becky’s style」や「凛趣」、「Bon reve!」などの当社独自のオリジナルブラン

ド衣装等を導入し、新商品開発では、５月12日から開始する早撮り七五三キャンペーンの開始にあわせ、七五三専用

の「マイフォトコレクションスマイル」（デザインアルバム）を導入するなど、他社との差別化を進めました。

営業面においては、営業の平準化を目的とした「Happy Birthday 七五三」の一層の推進に加え、５月12日から

「早撮り七五三キャンペーン」、並びに、お客様に分かりやすいお出かけ日毎の価格設定に改めた「七五三お出か

け着物レンタル」を開始いたしました。これらの取り組みにより、フランチャイズ店舗を含む全店の七五三撮影件

数は、前年同期比で62.4%の増加となりました。

国内の出店状況は、移転２店舗を含み３店舗を出店し、次世代型への改装は22店舗実施いたしました。一方退店

は、移転による２店舗であります。

その結果、当第２四半期連結会計期間末の店舗数は、国内こども写真館402店舗（直営店舗392店・フランチャイ

ズ店舗10店）、ペット写真館１店舗、韓国の子会社におけるこども写真館４店舗、台湾の合弁会社におけるこども写

真館２店舗、および、同合弁会社の運営による中国のこども写真館２店舗を含め、411店舗となっております。

以上の結果、こども写真事業の売上高は7,256百万円、セグメント利益は609百万円となりました。

　

（衣装製造卸売事業）

衣装製造卸売事業は、フィギュアスケーターであります浅田真央選手の初めてのオリジナルブランドとなる

「Mao Mao」ブランドの浴衣を生産、販売するとともに、主力であるこども写真事業向け衣装の企画、生産をおこな

いました。

以上の結果、衣装製造卸売事業の売上高は974百万円、セグメント利益は207百万円となりました。
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（２）財務状況の分析 

①　資産の状況 

　当第２四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末と比べ1,401百万円減少し20,259百万円となりま

した。 

流動資産は、現金及び預金等の減少により、前連結会計年度末と比べ1,674百万円減少の8,830百万円となりまし

た。 

固定資産は有形固定資産の増加等により、前連結会計年度末と比べ273百万円増加の11,428百万円となりました。

 

②　負債の状況 

　当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比べ896百万円減少し8,072百万円となりまし

た。 

　流動負債は未払法人税等の減少等により、前連結会計年度末と比べ1,349百万円減少の6,657百万円となりました。

　固定負債は資産除去債務の増加等により、前連結会計年度末と比べ452百万円増加の1,414百万円となりました。 

 

③　純資産の状況 

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べ504百万円減少し12,186百万円となりま

した。 

　これは主に、当第２四半期連結累計期間純利益（損失）及び前年度の剰余金の処分（配当金支払い）などによる

ものです。 

 

(３）キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計期間

末に比べ580百万円増加し、4,974百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりで

あります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、主に減価償却費620百万円、税金等調整前四半期純利益629百万円などにより、前

年同四半期連結会計期間に比べ593百万円増加し、1,017百万円となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、主に写真スタジオの新規出店及び既存店の改装・設備追加等にかかる支出955百

万円などにより、 前年同四半期連結会計期間に比べて168百万円減少し、912百万円となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果得られた資金は、主にセール・アンド・リースバックによる収入816百万円などにより、前年同四

半期連結会計期間に比べて148百万円増加し、474百万円となりました。

　

(４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

　

(５）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(１）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(２）設備の新設、除却等の計画

　前連結会計年度末の設備の新設等の計画のうち、当第２四半期連結会計期間に完了した主なものは、次のとおりで

あります。

 提出会社

事業所

（所在地） 
セグメントの名称  設備の内容

投資額

 （千円） 
 完成年月日  従業員数（人） 

あべのキューズ

モール店

（大阪市） 

 こども写真事業  新店舗設備 44,721  平成23年４月  2（1）

 （注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,888,000

計 30,888,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,185,650 17,185,650
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数　100株

計 17,185,650 17,185,650 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成23年４月１日

～平成23年６月30日
    － 17,185,650    － 1,885,950    － 2,055,449
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（６）【大株主の状況】

 平成23年６月30日現在　

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

 ㈱トーランス・ジャパン  大阪市西区北堀江２－11－15 4,500 26.18

 本村　昌次  大阪府吹田市 2,312 13.45

 日本トラスティ・サービス信託銀　

　　　　　　　 　　　　　行㈱（信託口）
 東京都中央区晴海１－８－11 646 3.75

 富士フイルム㈱  東京都港区西麻布２－26－30 645 3.75

 スタジオアリス従業員持株会  大阪市北区梅田１－８－17 366 2.13

 山本　浤  大阪府吹田市 342 1.99

 日本マスタートラスト信託銀行㈱

（信託口）
 東京都港区浜松町２－11－３ 337 1.96

 本村　恵子  大阪府吹田市 262 1.52

 日本トラスティ・サービス信託銀

行㈱（信託口９）
 東京都中央区晴海１－８－11 236 1.37

 本村　初江  大阪府吹田市 200 1.16

計 － 9,848 57.30

　（注）上記、日本トラスティ・サービス信託銀行㈱、日本マスタートラスト信託銀行㈱の所有株式数は、全て信託業務に

係るものであります。　
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（７）【議決権の状況】

  ①【発行済株式】

　 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）   普通株式   　   6,200 －
単元株式数

100株

完全議決権株式（その他） 普通株式　 17,161,300 171,613 同上

単元未満株式  普通株式　     18,150 －
１単元(100株)

未満の株式

発行済株式総数 17,185,650 － －

総株主の議決権 － 171,613 －

 

②【自己株式等】

　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱スタジオアリス
 大阪市北区梅田

1－８－17
6,200 － 6,200 0.04

計 － 6,200 － 6,200 0.04

　

　

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高（円） 838 889 948 895 914 1,140

最低（円） 768 820 665 823 854 893

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

　

３【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成23年１月１日から

平成23年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平

成22年６月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,368,989 6,907,339

受取手形及び売掛金 994,332 1,085,193

商品及び製品 158,816 95,176

仕掛品 33,567 56,002

原材料及び貯蔵品 710,704 592,322

繰延税金資産 508,409 494,195

その他 1,114,490 1,336,594

貸倒引当金 △59,210 △62,200

流動資産合計 8,830,099 10,504,624

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 7,609,348 7,464,710

減価償却累計額 △3,698,617 △3,754,096

建物及び構築物（純額） 3,910,730 3,710,614

機械装置及び運搬具 778,667 774,193

減価償却累計額 △610,421 △600,698

機械装置及び運搬具（純額） 168,245 173,495

工具、器具及び備品 3,884,903 3,611,938

減価償却累計額 △2,768,749 △2,897,494

工具、器具及び備品（純額） 1,116,154 714,444

土地 650,076 650,076

リース資産 2,087,351 2,449,566

減価償却累計額 △1,144,041 △1,166,329

リース資産（純額） 943,309 1,283,237

建設仮勘定 987 5,527

有形固定資産合計 6,789,505 6,537,395

無形固定資産

のれん 80,165 92,545

その他 496,731 510,001

無形固定資産合計 576,897 602,547

投資その他の資産

投資有価証券 35,191 57,418

長期貸付金 200,000 200,000

繰延税金資産 1,057,749 983,115

敷金及び保証金 2,890,920 2,891,907

その他 12,613 12,338

貸倒引当金 △133,900 △128,900

投資その他の資産合計 4,062,575 4,015,880

固定資産合計 11,428,977 11,155,823

資産合計 20,259,077 21,660,448
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 333,674 435,555

短期借入金 2,150,000 1,813,600

1年内返済予定の長期借入金 73,332 －

未払法人税等 176,441 1,433,842

リース債務 1,093,376 1,129,220

事業整理損失引当金 84,994 460,000

賞与引当金 3,253 9,288

未払費用 964,921 1,208,635

その他 1,777,779 1,516,924

流動負債合計 6,657,772 8,007,067

固定負債

退職給付引当金 371,205 353,593

長期借入金 73,336 －

リース債務 467,431 521,850

資産除去債務 365,101 －

その他 137,318 86,175

固定負債合計 1,414,393 961,619

負債合計 8,072,166 8,968,687

純資産の部

株主資本

資本金 1,885,950 1,885,950

資本剰余金 2,055,449 2,055,449

利益剰余金 8,030,538 8,631,841

自己株式 △9,222 △9,206

株主資本合計 11,962,714 12,564,034

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 － △133

為替換算調整勘定 △94,453 △99,429

評価・換算差額等合計 △94,453 △99,563

少数株主持分 318,650 227,290

純資産合計 12,186,911 12,691,761

負債純資産合計 20,259,077 21,660,448
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 ※2
 11,784,129

※2
 12,841,973

売上原価 9,404,476 9,578,607

売上総利益 2,379,653 3,263,365

販売費及び一般管理費 ※1
 3,395,917

※1
 2,938,259

営業利益又は営業損失（△） △1,016,264 325,106

営業外収益

受取利息 2,070 1,699

受取家賃 17,573 16,229

受取手数料 6,813 －

雑収入 12,324 31,220

営業外収益合計 38,781 49,150

営業外費用

支払利息 26,941 19,392

賃貸費用 5,971 －

店舗解約損 21,987 13,787

為替差損 10,395 6,143

雑損失 4,801 17,767

営業外費用合計 70,098 57,090

経常利益又は経常損失（△） △1,047,582 317,166

特別利益

固定資産売却益 － 10,490

特別利益合計 － 10,490

特別損失

固定資産廃棄損 145,796 121,397

減損損失 195,253 24,972

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 249,231

災害による損失 － 65,141

特別損失合計 341,050 460,743

税金等調整前四半期純損失（△） △1,388,632 △133,086

法人税、住民税及び事業税 218,583 125,054

法人税等調整額 △679,742 △102,499

法人税等合計 △461,158 22,555

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △155,641

少数株主利益 21,353 57,856

四半期純損失（△） △948,826 △213,498
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 ※2
 6,905,689

※2
 7,470,561

売上原価 5,007,914 5,148,864

売上総利益 1,897,774 2,321,696

販売費及び一般管理費 ※1
 1,983,539

※1
 1,611,296

営業利益又は営業損失（△） △85,764 710,400

営業外収益

受取利息 968 791

受取家賃 9,183 8,086

為替差益 － 2,334

受取補償金 － 9,139

受取手数料 1,775 －

雑収入 8,712 14,463

営業外収益合計 20,638 34,816

営業外費用

支払利息 15,923 10,064

賃貸費用 890 －

店舗解約損 20,114 4,219

為替差損 19,727 －

雑損失 651 12,267

営業外費用合計 57,308 26,551

経常利益又は経常損失（△） △122,434 718,665

特別利益

固定資産売却益 － 10,490

特別利益合計 － 10,490

特別損失

固定資産廃棄損 91,745 79,033

減損損失 175,568 20,369

特別損失合計 267,313 99,402

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△389,748 629,753

法人税、住民税及び事業税 177,912 82,485

法人税等調整額 △292,038 207,615

法人税等合計 △114,125 290,100

少数株主損益調整前四半期純利益 － 339,652

少数株主利益 17,693 43,540

四半期純利益又は四半期純損失（△） △293,316 296,112
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,388,632 △133,086

減価償却費 1,015,904 1,213,736

のれん償却額 47,089 12,380

貸倒引当金の増減額（△は減少） 12,900 1,740

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,785 △6,163

退職給付引当金の増減額（△は減少） 25,519 17,611

受取利息 △2,070 △1,699

支払利息 26,941 19,392

為替差損益（△は益） △3,982 2,893

有形固定資産廃棄損 124,156 118,907

減損損失 195,253 24,972

売上債権の増減額（△は増加） △49,453 119,489

たな卸資産の増減額（△は増加） △104,572 △171,182

仕入債務の増減額（△は減少） 95,677 △90,144

事業整理損失引当金の増減額（△は減少） － △375,005

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 249,231

未払消費税等の増減額（△は減少） △244,763 △235,822

その他の流動資産の増減額（△は増加） 176,247 129,642

その他の流動負債の増減額（△は減少） 60,252 63,583

その他 27,536 55,966

小計 11,219 1,016,442

利息の受取額 831 513

利息の支払額 △24,568 △19,392

法人税等の支払額 △844,435 △1,364,017

災害損失の支払額 － △65,141

営業活動によるキャッシュ・フロー △856,952 △431,595

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,397,020 △1,355,385

無形固定資産の取得による支出 △85,893 △63,681

子会社株式の取得による支出 △35,000 －

差入保証金の差入による支出 △143,047 △72,212

差入保証金の回収による収入 42,597 61,153

その他 △56,256 8,743

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,674,620 △1,421,382

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,550,000 336,400

長期借入金の返済による支出 － △36,666

セール・アンド・リースバックによる収入 698,842 961,776

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △389,996 △641,069

自己株式の取得による支出 △134 △16

配当金の支払額 △429,491 △429,485

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,429,220 190,939

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,210 △2,621

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,101,141 △1,664,659

現金及び現金同等物の期首残高 4,096,920 6,513,157

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 126,309

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,995,779

※1
 4,974,807
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　 当第２四半期連結累計期間

（自　平成23年１月１日

　　至　平成23年６月30日）

１．連結の範囲に関する事

項の変更

（１）連結の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間より、株式会社豊匠は重要性が増したため、連結の範囲に含め

ております。

（２）変更後の連結子会社の数

　３社

　

２．会計処理基準に関する

事項の変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益は19,126千円減少し、税

金等調整前四半期純損失は257,003千円増加しております。また、当会計基準等の適用開

始による資産除去債務の変動額は359,689千円であります。
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【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間

（自　平成23年１月１日

    至　平成23年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に

より、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

　

２. 前第２四半期連結累計期間において区分掲記しておりました「受取手数料」は、営業外収益の総額の100分の20

以下となったため、当第２四半期連結累計期間より「雑収入」に含めて表示することに変更いたしました。なお、

当第２四半期連結累計期間の営業外収益の「雑収入」に含まれる「受取手数料」は、1,740千円であります。

　

３．前第２四半期連結累計期間において区分掲記しておりました「賃貸費用」は、営業外費用の総額の100分の20以

下となったため、当第２四半期連結累計期間より「雑損失」に含めて表示することに変更いたしました。なお、当

第２四半期連結累計期間の営業外費用の「雑損失」に含まれる「賃貸費用」は、5,047千円であります。　

　

当第２四半期連結会計期間

（自　平成23年４月１日

    至　平成23年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に

より、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

２. 前第２四半期連結会計期間において区分掲記しておりました「受取手数料」は、営業外収益の総額の100分の20

以下となったため、当第２四半期連結会計期間より「雑収入」に含めて表示することに変更いたしました。なお、

当第２四半期連結会計期間の営業外収益の「雑収入」に含まれる「受取手数料」は、101千円であります。

　

３．前第２四半期連結会計期間において区分掲記しておりました「賃貸費用」は、営業外費用の総額の100分の20以

下となったため、当第２四半期連結会計期間より「雑損失」に含めて表示することに変更いたしました。なお、当

第２四半期連結会計期間の営業外費用の「雑損失」に含まれる「賃貸費用」は、2,687千円であります。　
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

　

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

※１ 　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

は次のとおりであります。

※１ 　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

は次のとおりであります。

給料手当 769,138千円

退職給付費用 9,737千円

広告宣伝費 1,440,506千円

減価償却費 56,385千円

のれん償却費 47,089千円

貸倒引当金繰入額 22,603千円

給料手当 674,723千円

退職給付費用 9,361千円

広告宣伝費 1,289,011千円

減価償却費 42,080千円

のれん償却費 12,380千円

※２ 　当社グループの売上高は、通常の営業の形態とし

て、第４四半期の撮影機会（七五三等）が多いため

他の四半期連結会計期間における売上高に比べ、第

４四半期連結会計期間の売上高が多くなるといった

季節的変動があります。

※２ 　当社グループの売上高は、通常の営業の形態とし

て、第４四半期の撮影機会（七五三等）が多いため

他の四半期連結会計期間における売上高に比べ、第

４四半期連結会計期間の売上高が多くなるといった

季節的変動があります。

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

※１ 　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

は次のとおりであります。

※１ 　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

は次のとおりであります。

給料手当 392,234千円

退職給付費用 5,011千円

広告宣伝費 964,953千円

減価償却費 28,883千円

のれん償却費 23,544千円

貸倒引当金繰入額 18,975千円

給料手当 292,614千円

退職給付費用 4,207千円

広告宣伝費 828,212千円

減価償却費 20,760千円

のれん償却費 6,190千円

※２ 　当社グループの売上高は、通常の営業の形態とし

て、第４四半期の撮影機会（七五三等）が多いため

他の四半期連結会計期間における売上高に比べ、第

４四半期連結会計期間の売上高が多くなるといった

季節的変動があります。

※２ 　当社グループの売上高は、通常の営業の形態とし

て、第４四半期の撮影機会（七五三等）が多いため

他の四半期連結会計期間における売上高に比べ、第

４四半期連結会計期間の売上高が多くなるといった

季節的変動があります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成22年６月30日現在）

 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成23年６月30日現在）

 

現金及び預金勘定 3,346,593千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △350,813千円

現金及び現金同等物 2,995,779千円

 

現金及び預金勘定 5,368,989千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △394,181千円

現金及び現金同等物 4,974,807千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成23年１月１日　至

平成23年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　17,185,650株

 

２．自己株式の種類及び株式数

  普通株式　　 　6,258株

 

３．新株予約権等に関する事項

  該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

 決  議　  株式の種類
 配当金の総額

（千円） 

 １株当たり

　配当額(円）
 基 準 日  効力発生日  配当の原資

 平成23年３月30日

 定時株主総会 
 普通株式  429,485 25　　　 平成22年12月31日 平成23年３月31日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

 
こども写真事業
（千円）

婚礼衣装製造
卸売事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社 
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 6,420,159485,5296,905,689 － 6,905,689

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ 684,934684,934(684,934) －

計 6,420,1591,170,4637,590,623(684,934) 6,905,689

 営業利益（又は営業損失） (10,412) 76,296 65,883(151,648) (85,764)

　　　  

前第２四半期連結累計期間（自平成22年１月１日　至平成22年６月30日）

 
こども写真事業
（千円）

婚礼衣装製造
卸売事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社 
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 10,900,647883,48111,784,129 － 11,784,129

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ 801,267801,267(801,267) －

計 10,900,6471,684,74812,585,396(801,267) 11,784,129

 営業利益（又は営業損失） (786,974) (116,142) (903,117) (113,146) (1,016,264)

　（注）１．事業区分の方法

事業は、製品又は役務の種類、製造方法、販売市場等の類似性を考慮して区分しております。

 　　　 ２．各区分に属する主要な製品・役務の内容

　　　　　　こども写真事業　　　……スタジオ写真の撮影・制作・加工、ディスプレイ制作、印刷等

　　　　　　婚礼衣装製造卸売事業……婚礼用ドレス・撮影用衣装等の制作・販売

　

　

 

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成22年１月１日　至平成22年６月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

 　

　

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成22年１月１日　至平成22年６月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループはサービス及び製品別のセグメントから構成されており、スタジオ写真の撮影・制作・加工、

ディスプレイ制作、印刷等を行う「こども写真事業」、撮影用衣装等の制作・販売等を行う「衣装製造卸売事

業」の２つを報告セグメントとしております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　当第２四半期連結累計期間（自平成23年１月１日　至平成23年６月30日）

（単位：千円）　

　 報告セグメント 調整額

（注１）　

四半期連結損益

計算書計上額

（注２）　こども写真事業 衣装製造卸売事業 計

売上高

　外部顧客への売上

高

12,298,830543,143　 12,841,973　 － 12,841,973

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ 921,552 921,552△921,552 －

計 12,298,8301,464,69513,763,525△921,55212,841,973

セグメント利益　 291,239 150,009 441,249△116,142 325,106

（注）１．セグメント利益調整額△116,142千円には、セグメント間取引に関わる調整額15,490千円、固定資

産の調整額等△20,599千円及び各報告セグメントに配分していない全社費用△111,033千円が含

まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

当第２四半期連結会計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

（単位：千円）　

　 報告セグメント 調整額

（注１）　

四半期連結損益

計算書計上額

（注２）　こども写真事業 衣装製造卸売事業 計

売上高

　外部顧客への売上

高

7,256,797213,763　 7,470,561　 － 7,470,561

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ 760,790 760,790△760,790 －

計 7,256,797 974,554 8,231,352△760,7907,470,561

セグメント利益　 609,916 207,354 817,271△106,870 710,400

（注）１．セグメント利益調整額△106,870千円には、セグメント間取引に関わる調整額15,490千円、固定資

産の調整額等△65,731千円及び各報告セグメントに配分していない全社費用△56,628千円が含ま

れております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　

平成20年３月21日）を適用しております。

　

　　

（ストック・オプション等関係）

 　　　 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年12月31日）

１株当たり純資産額 690.84円 １株当たり純資産額 725.55円

２．１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 　55.23円 １株当たり四半期純損失金額 　12.43円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額   

四半期純損失（千円） 948,826 213,498

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 948,826 213,498

期中平均株式数（千株） 17,179 17,179

前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 　17.07円 １株当たり四半期純利益金額 　17.24円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額
  

四半期純利益又は四半期純損失（△）

（千円）
△293,316 296,112

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損

失（△）（千円）
△293,316 296,112

期中平均株式数（千株） 17,179 17,179

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。　　

　

　

２【その他】

 該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　 平成22年８月５日

株式会社スタジオアリス 　

取締役会　御中 　

有限責任監査法人　トーマツ 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西村　猛　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤川　賢　　　印

     

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社スタジオア

リスの平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平

成22年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スタジオアリス及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

　 平成23年８月４日

株式会社スタジオアリス 　

取締役会　御中 　

有限責任監査法人　トーマツ 　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 西村　猛　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤川　賢　　　印

     

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社スタジオア

リスの平成23年１月１日から平成23年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年１月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スタジオアリス及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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